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第４章   タイにおける教育空間
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要旨 : 本章はタイにおける教育空間を考えるものである。日本においてもタイにおいても教
育への研究は盛んに行われてきた。その中ではタイの教育を伝統的教育としての寺院教育と
学校教育という２つの種類にわけられ考えられてきた。タイの教育空間とはこのように寺院
教育と学校教育の２つを考えなければならない。しかし本章はこれら２つの教育空間の成立
過程を、タイの通史の中で追うことにする。そして寺院教育と学校教育はどのように成立し
たのかを歴史的・政治的過程から見出す。
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はじめに
筆者は昨年の３月６日に法政大学で行われた、「今、アイヌであること ̶  ̶ 共に生きる
ための政策を目指して」という学会に参加した。この会は京都大学人種表象の日本型グロー
バル研究プロジェクトと北海道大学アイヌ・先住民研究センター、そして法政大学国際日本
学研究所が共催したものであった。
そこでは北方民族学者の本田俊和ら、出席者による講演が行なわれた。その中で、最も私
の心を惹きつけたのは、アイヌ人である原田公久枝氏の語りであった。
原田氏は『今、アイヌであること』という題で講演が予定されていた。しかし講演の冒頭
に「この題について一言言いたい」、と一言述べた。それは『今、アイヌであること』とい
う題名は主催者側がつけたものであって、実際に原田さんが話す内容とは違うかもしれない
というのである。つまり日本人であるにもかかわらず差別を受けてきたアイヌ人である彼女
にとって、アイヌとして生きるためのアイヌの言葉も習慣も知らないしまた、たとえアイヌ
語をこれから習うにしても、費やすべき時間もお金もない、そのようななかで『今、アイヌ
であること』という題名で、聴衆者が望んでいるような話はできないかもしれない、と原田
氏は述べた。そして最後に原田氏は「アイヌ」として生きることは、彼女や他のアイヌ人に
とっても「生きにくい」ことなのである。2008年にやっとアイヌを先住民として認める決
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議が両院で採決されたけれども、そのような状況は変わらない、と述べた。
「アイヌとして生きることは生きにくい」というこの言葉は学会という会場の雰囲気を一
変させ、私を含め聴衆者全てをはっとさせたに違いない。それは「アイヌ」という存在を学
会や研究会だけでは語りきれない、より「現実」で「リアル」な存在として私達に気付か
せ、訴えてくるものであり、原田氏を含めアイヌ民族からの訴えでもあった。
そもそも先住民とは「植民地経営当初、居住域の原住者の集団とその子孫の特性」があり
また、「植民地的支配が及んだ居住域で独自の生活様式を享受できない劣勢な社会的・法的
な状況の集団とその子孫のもつ特性」さらに「歴史的な居住地において、植民地経営開始当
時の原住者の子孫との歴史的連続性があること」そして「自ら先住民と認識する集団とその
成員」という「先住性」「被支配性」「歴史の共有」「自認」をみたした人々のことである
［スチュアート 2011］。翻って日本では、1980年の国連人権委員会への報告で「少数民族
は存在しない」とし1986年から2008年にかけて中曽根康弘から中山成彬ら10人の政治家に
よって「日本単一民族国家発言」が繰り返し行われてきたのである。このような情勢がよう
やく変化の兆しをみせたのは2008年に「アイヌ民族を先住民族とすることを求める決議を
両院で採決」され、2009年内閣府にアイヌ総合政策室が設置されたことである。しかし未
だ日本政府はアイヌを「先住民」と認めてはいない。
原田さんを含めアイヌである人々は、「日本人」としての教育がなされた。学校で日本語
を教えることはもとより、生活においても日本語を使い日本の生活様式に組み込まれていく
ことになり、現代日本のなかでアイヌ文化は急速に失われていくこととなった。日本の政治
だけでなく経済などの社会構造が変化するなかで、アイヌをアイヌ民族としての生活形態か
ら引き離し、日本人へと同化されてきた過程には「教育」という側面が大きな役割を果たし
てきた。
このような状況は世界中で見られるだろう。その一つと考えられるのがタイにおける少数
民族へ対する学校・政治制度である。タイ北部には、雲南・ラオス・ミャンマーなどから
やってきた少数民族たちが多く住む。彼らの多くは、山地で焼畑を行いながら生活をしてき
た。植民地政策として欧米諸国が東南アジアに侵入するようになる以前は、タイの中央国家
と山地少数民族間の行き来は商業などの交易を中心としたわずかなものであった［Scott 
2009］。しかしタイ周辺の国々が植民地としてイギリス・フランスに占領されていくと、
国の領土を守るため国境画策が行われるようになり、タイ周辺に住む少数民族は中心国家に
抱き込まれていくこととなる［Scott 2009］。そのようなきっかけとなったのは1957年か
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らタイ国内の近代化をめざしておこなわれた「国家経済開発計画」である［末廣 1993］。
当時のタイ北部の少数民族の村々ではアヘンの栽培と流通や共産ゲリラの潜伏の許容など
が行われる場所とされてきた［速水 2009］。そのためタイ政府は1960年「地域開発計画」
として少数民族に対して「仏教」を普及させ、民主化・近代化を促進させようとした［片岡 
2004］。これは仏教寺院が中心となって僧たちがタイ語の読み書きを始め、「仏教徒」と
してあるいは「仏教徒であるタイ国民」としてのふるまいを身につけさせ、また、移動性焼
畑耕作から定住性稲作耕作への変換として「教育」として推し進められてきたためである
［速水 1994］。このようにタイの少数民への政策は、「教育」とともにあり、それは時に
『国民の形成』［野津 2005］として批判の対象となっている。
このようなタイにおける教育は仏教寺院で行われる「伝統的教育」と「近代教育」の２つ
の種類に分けられる［村田 2007］。教育学者である村田翼夫は、主にチュラローンコーン
王治世が始まる前までの1868年までの寺院教育を「伝統的寺院教育」と見ている。そして
「近代教育」として見なされるのはチュラローローンコン王以後のようだ［村田 2007 : 
26］。
この報告書では、タイにおける教育を「伝統的寺院教育」と「近代教育」として捉えた
時、この二つの教育がもつ教育空間とはいかなるものかを、タイの教育史を見ながら解明す
る。
Ⅰ   国家形成の歴史
現在のタイにおいて「タイ民族」は一つの「タイ国家」をなす民族と考えられている。し
かし19世紀以前は、後に述べるように、「タイ民族」といっても多様であり、またタイ族だ
けではないカレンやラフやのような民族も暮らしていた。以下ではそのような多様な民族で
構成されていたはずのタイがいかに国家を形成したのかを概観するとともにタイにおける
「国家」・「国民」・「仏教」を考えるキーワードを整理する。
１   曼荼羅型国家  ムアン
現在のタイ語でムアンとは「県」を表す。しかし、もともとムアンとは小規模な国家ある
いは小集落という領域を表す言葉であった。そしてそれらの領域は「波紋」やあるいは「曼
荼羅」としてたとえられるように、中心にある権力が外に向かうにつれて弱まり、さいごに
は消失してしまうものであった［赤木 1989 ; Scott 2009］。したがってタイあるいは東南
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アジア大陸部の諸国は、近代に入り、植民地化政策をめざした欧米の影響を受けるまで、
「領域」という概念を持たなかったのである［片岡 2004］。
このような東南アジア大陸部の大小さまざまなムアンは同時代的に複数が並立して存在
し、それらは交易ネットワークによって柔軟に結びついていた［Scott 2009］。このような
ムアンが並立する東南アジア大陸部において、しばしはアユタヤやスコータイなどの大国家
が誕生した。これらの国家は小さなムアンを取り込みながら徐々に勢力を高めていき、勢力
下にとりこんだ周辺ムアンに対しては、兵役や雑徭、納税をもとめた［赤木 1989 ; Scott 
2009］。なぜならこの時代の東南アジア大陸部では慢性的な人手不足であったためであ
る。大国家建設を目指す権力者にとって、人手を確保するには周辺のムアンから徴収するこ
とが一番手っ取り早い選択であったのだ［Scott 2009］。アユタヤまでの国家と周辺のムア
ンの関係は、以上のような徴兵と納税の関係にあったものの、それらの要求に応じさえすれ
ば、それぞれのムアンの自治はそれぞれのムアンに負わせるという、放置的な体制であった
ため、18世紀半ばに現れたチャクリー王朝があらわれるまで、タイでは複数のムアンが並立
していたといえる［赤木 1989 ; Scott 2009 ; 片岡 2004］。
２   チャクリー王と中央集権化
バンコクに都を移し、のちにタイ全土を統一することとなったチャクリー王朝の初代国王
ラーマ１世は、1788年、250人の学僧と学者をあつめて、仏教教団サンガの機構改革を行っ
た［赤木 1989 : 21］。これはアユタヤが滅んでから衰退の一途をたどっていた仏教集団を
まとめ上げるともに、信頼できない集団を排除し、集団内の規律を厳しくし、仏教集団を王
が秩序正しく収められるようする目的があった。赤木はこのような仏教改革を次のように述
べる。
(ラーマ１世のおこなった仏教改革の) なかでも88～89年の『三蔵経』の結集は最も功
徳と積んだ国王だけがなしうる仏教で最高の功徳行為とされ、アユタヤ王朝400年余り
の歴史のなかでさえ誰もなしえなかった偉業であった。ラーマ１世が自己の福徳を誇
示して、仏教的意義のある行為を選んだことは興味深い。仏教はアユタヤ王朝以来の国
王が判断の拠所とする理念の根幹をなし、支配階級の観念となっていた。国王が早急
に着手した仏教の諸事業ではもちろん、国王と国家に関わる仏教理念は当時の王朝史
や宗教書でも強調された。実に仏教はタイ国民の思想に久しく影響を与えてきたが、タ
イの王権思想には従来のバラモン思想や土着の思想が混交していたなかで、仏教思想が
協調されだしたのはラーマ１世以来であった。［赤木 1993 : 341］
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ラーマ１世とその後に続く国王たちはこの仏教組織によって周辺のムアンを「文化的」に
「包摂」していくこととなる［赤木 1989 : 61］。
ムアンにはそれぞれ独自の制度や信仰があった。それは仏教とは全く別の信仰であったは
ずである。しかしバンコクで築かれた王権思想が上座仏教組織を通してムアンに伝えられる
ことによって、武力による包摂とは異なり、安定した社会 ＝ 国家の統合ができるのである
［赤木 1989 : 61］。ピーへの儀礼やその他の精霊信仰などの信仰や儀礼を仏教徒が代わり
に受け持つような信仰の変容があったといえよう［田辺 2010］。これについては以下の節
であらためて検討したい。
３  「文化的包摂」としての仏教
上記に述べたとおりムアンは同時代的に複数存在していた。ムアンはタイ族によるものが
多かったが、独自に発達した文化や自治組織、信仰があったはずである。一例をあげるとす
ればピーであり、また以下にあげるラーオによる精霊信仰である。
林はタイ東北部のコーンケン県にすむラーオ人の土着信仰である悪霊払い・治療儀礼が仏
教と融合しうまれた、「モータム」について取り上げる［林 1989］。「モータム」とはタ
イ語で「タンマ (ダルマ) の医者」という意味であり「人々を守護するタンマ」を学んだ出
家経験者でありそれは災禍を引き起こす悪霊を「法」のちからで祓う男性の儀礼執行者のこ
とである。ラーオにはもともと土着の信仰があった。それは森を通して生まれる精霊信仰で
ある［林 1989］。タイ族の一派であるラーオ族は、移住と開墾をくりかえしていたことに
より、生活圏と森という対象概念で形成される民族空間を保持する、と林は述べる［林 
1989］。ラーオにとって森とは、開墾されることにより人々の生活を支えるものであり、
それは村を守護するものであり、また作法を忘れたり儀礼を正しく行えないと災禍をもたら
す存在となるのだ［林 1989］。つまり、森とは精霊の世界であり、あらゆるものは死後森
に従属すると考えられており、この森に従属しない精霊は悪霊とよばれ、人々に禍をもたら
すのである［林 1989］。
仏教観とラーオ人の死の観念は似ているところがあったと林は述べる［林 1989］。つま
り、ラーオにとって死とは仏教的来世と異界のはざまにたつということであり、死者になる
ということは自ら功徳をつむ機会を奪われるということであり、そこでは死者が生前に積ん
だ功徳が清算されることとなる［林 1989］。ただ、唯一年中行事においては、お盆のよう
に、この世で残存する肉親たちが儀礼をおこない、功徳をつむことによって、死者へ功徳と
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して転送してもらうことができるのだ［林 1989］。
しかし、肉親がなまけたり、不熱心であった場合、死者の霊は異界の例と結託しこの世に
いる肉親を襲うのである［林 1989］。ラーオにとっての病とはこのような状況によって発
生するものと考えられてきた［林 1989］。このようなラーオの土着信仰に仏教が入り込み
やすかったのは上述のような信仰であったからだと林はのべている［林 1989］。
さて、悪霊によって病となった人々を癒すものとして守護力 (コーンハクサ―) という力が
用いられる。コーンハクサ―は悪霊を除去しうる力と理解され、ラーオ土着の信仰では、
コーンハクサ―を用いるのはケーンと呼ばれる女性の医師であり、ケーンはおどりながら守
護霊を憑依させ、悪霊を除去する［林 1989］。ラーオの村に仏教が入り込むことによって
このケーンの仕事は仏教僧であるモータムの仕事として変容することになる［林 1989］。
ではどのようにしてケーンからモータムへと役割が変容したのだろうか。
ラーオ土着の信仰では守護霊をよび、悪霊を払うにはウィサーと呼ばれる、保身のための
知識が必要となる［林 1989］。ウィサーは師匠からまたは経験をとおして学ばれることと
なる［林 1989］。土着信仰の場合でも仏教においても、専門的に学び体得される知によっ
て力があたえられることは共通している。仏教がラーオの村に入り土着の信仰とうまく融合
できたのは、ケーンの専門的知識と仏教の専門的知識が融合したためといえるだろう。
ケーンは現在衰退しその役割をモータムに譲りつつある［林 1989］。このように仏教は
土着信仰を吸収しながらラーオ社会に溶け込んでいるのだ。
チャクリー王朝がバンコクを中心にタイ全土を統一したとき、同様に仏教徒が派遣され
各々のムアンに仏教思想を広めていった。これは独自の信仰体系を築いていたそれぞれのム
アンに徐々に浸透し、全国を仏教化することになっていた。赤木はこれらの過程を「文化的
包摂」とよぶ［赤木 1989 : 61］。赤木によればラーマ１世が仏教組織を再編成しこれを全
国に広めたのは、国家としての「包摂」をめざしていたからといえる。チャクリー王朝の時
代はこのような「文化的包摂」が行われ、地理的にも文化的にも統一される過程といえるだ
ろう。
より一般的な寺院教育とは、寺院において僧 (プラ) に僧見習い (ネーン) が１対１でつい
た。子供たちは５～６才までは家で遊ぶことが許されたが、６才を過ぎた男子はプラのもと
で修業に励むこととなった。修行僧あるいは僧見習いであるネーンは僧プラに読み書き・仏
教倫理を教わる代わりに、プラの日常生活の世話を行った［野津 2005 : 56］。ネーンとプ
ラに関しては、１人のプラに対して１人のネーンが原則であり、１人のネーンが２人のプラ
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につくことは許されなかった［山田 1993 : 185］。しかし僧が教師の役割を果たす場合、
(それは読み書きなどの基礎教育などを教える際) 10人から12人の少年を担当することがで
きた［村田 2007］。
このような寺院教育は宗教的側面が強いように思われるが、実際には親から子へのような
職業的教育もなされた［村田 2007 : 26］。それは初歩的な教育と僧見習い (ネーン) が終
わった後に行われ、商業・工業・稲作・建築さらには政府管理にまで及んだ［村田 2007 : 
27］。仏教における「教育」とは子供や非仏教徒を、ブッタの教えを通して「教育」し、
「仏教徒」として再生産する過程に他ならない。タイにおける「文化的包摂」はこのように
して緩やかに、そして確実にタイ社会に浸透していったといえる。
Ⅱ   近代化政策の歴史
１   チュラーロンコーン王 (ラーマ５世) と近代政策
ミッショナリーを通じて西欧の文化を取り入れようとした前国王ラーマ４世 (モンクット
王) (1804～68) の影響をうけて、英語や西洋について学んでいたチュラーロンコーン王 
(1853～1910) は、1873年、枢密院、国務院の創設などの改革に取り掛かった［石井 
1989 : 26］。これは近代的な行政、司法、軍事、教育を整え、西欧による植民地危機から
の脱却を図るためであった［村田 2007 ; 石井 1989］。旧世代官僚の抵抗によって、チュ
ラーロンコーン王は政治的危機に陥るものの彼らの世代交代をまち、1888年以降、徐々に
制度改革を進めていった。チュラーロンコーン王は1892年、西欧で学んだ優秀な王弟たち
を官僚にすえた内閣制度を発足させた［石井 1989 : 27］。彼の頼りにする部下は「西洋」
で「学んだ」優秀な親族たちであった。
チュラーロンコーン王が力を注いだのが国民教育の発展である［石井 1989 : 28］。
1871年に王族貴族の子弟教育を目的として宮廷内にタイ語学習学校が設立され、そこで
はタイ語、算数を中心とした教育が行われた［赤木 1989 : 72］。チュラーロンコーン王は
この学校の校長に新しいタイ語の教科書の編纂を命じる。こうして作られた６冊の教本は初
めて印刷によって複製が可能となり、生徒一人一人の手に渡るため、教室での授業ができる
ようになり、またタイ語習得のスピードを速めることとなった［赤木 1989 : 73］。その後
ダムロン親王による『速習本』におけるタイ文字を簡単に学び、識別できる「コーカイ」表
がつくられ、文字や単語の学習に大きな効果をもたらした［赤木 1989 : 75］。このような
教科書の作成やタイ語の教本は20世紀初頭にかけていくつも作られることとなった。このよ
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うな背景を赤木は以下のようにのべる。
〈クルン〉(王都) の言葉を国語として〈ムアン〉にも普及させるには、言葉自信をより
整備し、一定の規範を備えさせる必要があった。さらにいえば、国語としての体系化、
つまり理論的武装をも必要とした［赤木 1989 : 76］。
当時のタイでは全土を統一したといっても、北部にはランナーといわれるチェンマイを中
心とした文化圏があり、東部にはイサーンとよばれるラーオ族を中心にした文化圏があっ
た。また南部においてもイスラムを中心とした文化圏があり、そこにはそれぞれの地方語が
あった。そのため国家建設、あるいは国民形成を目指すにはこのような「タイ語」の創出が
先んじて行われなければならなかったのである。
このような整備を整えながら、1889年、チュラーロンコーン王によって仏教寺院内に学
校を設置し、一般の子供たちにも教育の機会をあたえるために、僧侶を教師とすることを骨
子とする「地方教育整備に関する布告」を発布した［村田 2005 : 58］。こうしてタイの教
育制度の基礎は、チュラーロンコーン王の時代に整備され、次のタノーム・サリット政権に
引き継がれることとなった。
２   近代教育成立の政治過程  ピブーン期
1932年、欧米列強の勢力が強くなり、立憲制度の設立がさけばれる中で、タイでは専制
政治に不満を持った軍人によって無血クーデターが行われ人民党による「立憲革命」がお
こった。これにより王権政治は幕を閉じ、憲法に基づいた議院内閣制がとられることとなっ
た［石井 1982 : 30］。このようななかで1938年には人民党を中心としたピブーン政権が発
足する［石井 1982 : 33］。ピブーン首相と人民党がめざしたものは憲法の策定と「国家が
人民のものであって国王のものではない」という言葉で表されるように、国王からの権力奪
還であった［玉田 1996 : 110］。そしてこれは、ほかの東南アジア諸国が植民地となって
いるなかでタイ国としての独立維持、治安秩序維持、経済生活の改善、平等、自由、教育普
及とともに推し進められた［玉田 1996 : 129］。このような独立維持、治安秩序維持、経
済生活の改善、平等、自由、教育普及という６原則を行うためにピブーン首相はラジオをつ
かって、主権者はタイ人であること、憲法は主権者のためにあることを繰り返し説いた［玉
田 1996 : 133］。ピブーンと人民党の目標は６つの原則をかなえ、民主主義という新体制
をまもるために「タイ人」の「チャート (国家) 建設」であったと玉田は推測する［1996 : 
135］。
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玉田によれば、ピブーンのいうチャート (国家) とは２つの顔をもつ。１つ目は、殖産興
業を通して「経済面や軍事面での目に見える成果を出すこと」［1996 : 135］であり、その
ため教育において職業教育や識字教育が行われることとなった［1996 : 135］。
２つ目の目的は「タイ国民」という国民形成である。ピブーンはラジオ放送をつうじて、
チャート建設には国民の協力が不可欠であり、「タイ人」全員が密接に協力せねばならない
と訴えた［玉田 1996 : 137］。さらにピブーンは国民意識を育てるために国家信条という
意味の「ラッタニヨム」を発令し、国歌の作成、国王賛歌の尊重、タイ語使用の義務化を行
いタイ国民政策を推し進める［村田 2007 : 275］。「シャム」から「タイ」へ国名の変更
もそのうちの一つである［村田 2007 ; 玉田 1996 ; 赤木 1989］。
タイという言葉はもともの「空」を意味する「ティエン」(天) から生まれ、そこから派生
し「大」や「偉大」あるいは「ほかの誰にも属さない」「独立している」という意味をさす
［赤木 1989 : 87］。1930年代当時は植民地化の流れに伴い、ビルマとマレーシアがイギ
リスに、ベトナム・カンボジア・ラオスがフランスの植民地となるなかで、両国がタイに圧
力をかけていた時代であった。タイにとっては、アメリカや日本を通じて近代化を成し遂
げ、「どこの国にも属さない」独立国であり続けることが国家としての急務であった。
ピブーンの行った政策はタイ国の近代化への模索であり、前近代国家からの制度的・精神
的脱却だったといえるだろう。
３   近代教育成立の政治過程  サリット期
第２次大戦後の冷戦期、タイ国内ではビルマやラオスからの共産主義の勢力が伸び始めて
いた。1958年、サリット・タナラットによる革命団がクデーターをおこし権力を奪うと、
共産党の脅威から国王や宗教を守るため、「タイ式民主主義」を確立することが革命団の急
務となった［末廣 1993 : 20］。サリットはタイ式民主主義を確立するため、立憲革命より
失墜していた王権を復活させ、国家 ＝ 国王 ＝ 仏教という構図から、国王を父とした家父
長制国家の創出をめざした［村田 2007］。とくにサリットが目指したのはこの家父長制国
家であり、それは「ポー・クンの政治」とよばれた［末廣 1993 : 24］。タイ語でポーとは
父を、クンは国王を意味する。サリットは国家を「大きい家」とよび、国民を「子供」、国
家の指導者を「家族の父」にたとえ、国王を「慈父としての大君」とたたえた［末廣 
1993 : 24］。末廣によると、タイにおける指導者と国民は「支配するもの・されるもの」
という関係ではなく「庇護するもの・されるもの」の関係であるといいかえることができる
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［1993 : 24］。
ピブーン政権において国王は軽視され、国家のシンボルとしての役割しか与えられていな
かったのに対して、サリットは、国家の礎はタイ民族であり、タイ民族のアイデンティティ
を支える重要な要素は、国王と仏教であるとして、国王と仏教に対して、国民は尊敬し信頼
しなければならないとした［末廣 1993 : 28］。そしてサリットはこれと並行して既存のサ
ンガ組織 (仏教組織) の再編に着手した。サリットは、僧侶は仏教普及という社会活動をつ
うじて国家と国民の繁栄に貢献すべきととなえ、ピブーン政権下で行われてきた僧侶による
立法・行政・司法の三権を批判し、中央レベルの意思決定は法王と長老会の２つに集中させ
る、というサンガの中央集権化を進めた［末廣 1993］。
また当時は共産主義の拡大に強い懸念を持っていたアメリカによる反共援助戦略として発
展途上国の経済開発と工業化、近代化が始められていた。サリット政権でも共産主義勢力の
拡大が大きな問題であったため、アメリカの助けを借りながら全国を結ぶ道路、灌漑絶微、
多目的のダムなどインフラの整備が行われたのであった［末廣 1993 : 40］。さらにサリッ
トは国家建設において最も重要なのは人であると述べ教育開発を重視する立場をとった。
1960年国家教育会議において「国民教育計画」が作成され、これにより小学校の義務教育
が４年から７年に変更となり、教員数の増加にもつながった［末廣 1993 : 43］。
タイの近代化はチュラーロンコーン王 (ラーマ５世) からサリット政権までの流れを一貫
してみても、西洋化への過程ということができるだろう。このようななかで生まれた学校制
度とは西洋的教育制度であった。しかしタイと西欧の近代化の過程の違いはタイが西欧のよ
うに政教分離には至らなかった点にある。その一つがタイの多くの学校は寺院の中に作られ
たことにある。これは寺院が持っていた教育機関としての役割に、西欧式の教育機関を当て
はめたからであり、現在でも寺院の中に学校施設があり、学校教育の中に仏教の授業が組み
込まれている［村田 2007］。これは子供たちを「仏教徒」として再生産することはタイに
おいて「国民」あるいは「民族」としての再生産を意味していたからである。
Ⅲ   タイにおける「教育空間」とは
１  「伝統的」教育が含意するもの
１節でみたようにタイにおいては19世紀の初めまで、ムアンと呼ばれる大小の国家が存在
しておりそれらは、曼荼羅状の領域間で交易をおこない、時に統合され、離散しつつもピー
信仰やラーオのような精霊信仰など独自の文化を保有していた［Scott 2009］。仏教はこの
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ようなムアンに入り土着信仰と融合してきた。それはチャクリー王朝やアユタヤ王朝などの
権力を中央に集める手法の一つとして用いられてきた。仏教の普及とは王権を正当化しそれ
らの地域を「文化的」に「包摂」する過程であり［赤木 1989］、仏教徒としての「国民」
あるいは「臣民」をつくりだす過程といえる［野津 2005］。そのような意味において、２
節で考察した近代教育と仏教教育は同様の目的や過程をもっていると考えられないだろう
か。
勢力を伸ばす西欧諸国に対して「西欧化」し「近代化」する国家を編成することはタイ国
家 (チャート) として国民を「国民」としてあるいは「タイ民族」としてまとめ上げることが
必要であった。そのためにピブーンは憲法を拠所にし、サリットは仏教と国王を拠所にしよ
うとした。つまり、ラーマ１世のころから確立し全国に広められつつあった仏教教育は近代
教育として再生されたに過ぎない。仏教教育が近代教育にスムーズになり替わることができ
たのは、「国民」の形成として、あるいは「中央権力」の正当化として同じ過程と目的が
あったからである。
タイの教育を研究する論文は日本国内で書かれたものだけでもたくさんある。多くの著作
では、タイにおける教育を「伝統的」教育としての寺院教育と学校教育に２分する。「伝統
的」寺院教育については以下のように説明されることが多い。〈バンコク王朝のチュラーロ
ンコーン王治世によって、学校教育の制度が整えられる以前、人々の教育をつかさどってい
たのは寺院であった。〉近代教育がもたらされる以前は寺院教育が行われていたことには間
違いはないだろう。しかし寺院 (仏教) ＝「伝統的」という言葉が用いられるのはなぜだろ
うか。
寺院 (仏教) ＝「伝統的」と述べる論文では仏教教育が「伝統的」である理由や「伝統
的」という言葉の意味について詳細には述べられていない［村田 2007 ; 押山 2000］。そ
れはタイの権力の中心からみた歴史観では、確かに「伝統的」に見えるかもしれない。しか
しタイをランナー (北部) 、イーサン (東部) 、南部イスラムなどの文化圏として、あるいは
もっと細かくタイ民族・ラーオ民族・カレン族・ラフ族・リス族などさまざまな民族を有す
る複合的国家としてとらえたとき、「伝統的」という言葉は「中央権力」によってあるいは
「国家」によって「創られた」「伝統」といえるだろう。
タイにおける「教育空間」とは、「伝統的」寺院教育であっても「近代教育」という学校
空間であっても、過去においても現在においても、「国民を形成」する「空間」であること
には変わらないのだ。
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２  「空間」にすくわれるものと「空間」からこぼれるもの
仏教の教えにおいて前提とされるものは「平等」である。寺院学校には６～７歳になった
子供は誰でも入学することができたし、多くの場合は「無償」であった。同様に近代教育に
おいてもその前提となったのは「平等」である。それは「義務教育」としての平等でありま
た「知識」の「分配平等」でもあった［フィリップ 2005 : 7］。
筆者は上記で「近代教育」は「国民」を「形成」するとのべた。それに加えて「近代教
育」が担ったものは「能力に基づいて人材を選抜し労働市場に分配する」［フィリップ 
2005 : 6］という役割である。社会的出自に関係なく「平等」に与えられた知識によって、
人々の能力を「平等」に査定し、能力に応じた職業に効率よく分配することが、「近代教
育」に与えられた使命であると考えられた［フィリップ 2005 : 8 ; アップル 2005 : 473］。
このような近代教育観において「知識は社会上昇の鍵」［フィリップ 2005 : 8］であり、教
育が人々の生活の質をあげ、かつ産業発展の「鍵」となると考えられたのだ。タイの近代教
育とはこのような前提を含んだ西欧の教育を取り込み、タイ独自の民主主義とともに国民へ
拡散されたのだ。
このような「平等」を前提にしてタイに「教育空間」は作られたのである。タイの「教育
空間」は「国民」を「形成」する空間であり、産業社会に登用される人材を生産する空間と
いえるだろう。
おわりに
現在タイでは山地少数民族に対してタイ語の習得をめざしてさまざまな取り組みがなされ
ている。それはノンフォーマル教育をはじめ、仏教の布教プロジェクトも含まれている。こ
れらの教育は山地少数民族がタイ社会においてタイ国民としてのステータスを確立するため
のサポートとして考えられている。しかし、ノンフォーマル教育や仏教布教プロジェクトで
あっても、上に考察してきた「平等」を前提とした「国民」の「形成」を目指す空間である
ことは変わりない。しかし「国民」としてタイ社会に組み込まれたはずの山地少数民族が、
完全に同化することは可能だろうか。
タイに住んでみるとよくわかることだが、山地少数民族とタイ人には、格差がある。それ
は分業として現れ、また「見た目」によっても明確に差別されている。現在日本において
「アイヌ人」は完全に同化している。「大和民族」と「アイヌ民族」の格差はほとんど見ら
れないだろう。しかし原田さんは「生きにくい」という。それは同化されたことが原因であ
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り、また「同化」が前提とした「平等」がもつ「教育空間」が問題なのではないだろうか。
今回の報告はタイの歴史主に政治史を中心に教育空間を考察した。しかし教育空間を考察
するには実際に寺院教育で何が行われているのか、学校教育で何が行われているのかを調査
する必要があるだろう。今後はそれらを調査しまとめたい。
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